
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 家庭の生活の関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、

生活の質の向上と社会の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成する。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

と社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

科目 の目標： 家庭の生活の関わる産業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、

栄養面で健康の保持増進を担う職業人として必要な資質・能力を育成する。

1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

栄養素の機能と代謝、各ライフステージに
おける栄養、労働・スポーツと栄養などについ
て体系的・系統的に理解するとともに関連する
技術・情報を収集・整理することができる。

食生活の現状から栄養に関する課題を発見
し、栄養面で健康の保持増進を担う職業人と
して合理的かつ創造的に解決に向けて考察
し、工夫する。

全国調理師養成施設協会　２食品と栄養の特性

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝、食物の摂取につ
いて理解し、関連する情報を集約・
整理することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算
等を通し、栄養面で健康の保持増進
を担うため考察し、工夫して表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、
健康の保持増進に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付ける。

・献立作成と栄養価計算
・食品成分表
・電卓
・脂質の性質と働き
・各種脂肪酸に関わる計算

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝食物の摂取について理解
し、関連する情報を集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算等を通
し、栄養面で健康の保持増進を担うため考察
し、表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、健康の保
持増進に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

家庭 栄養
家庭 栄養

生活産業に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育み、より良い社会の構築を目指して自ら学び、生活の質の向上

栄養

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

生活産業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに関連する技術を身に付けるようにする。

栄養状態の改善の面から食生活の充実向上
を目指して自ら学び、健康の保持増進に主体
的かつ協働的に取り組む態度を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

1

○ 5

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝、食物の摂取につ
いて理解し、関連する情報を集約・
整理することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算
等を通し、栄養面で健康の保持増進
を担うため考察し、工夫して表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、
健康の保持増進に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付ける。

・五大栄養素の栄養価計算
・食品成分表
・電卓
・炭水化物（糖質・食物繊維）の
性質と働き
・消化と吸収（口）

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝食物の摂取について理解
し、関連する情報を集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算等を通
し、栄養面で健康の保持増進を担うため考察
し、表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、健康の保
持増進に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

○ ○

家庭

定期考査
○ ○

〇

定期考査

〇 〇

・一人１台端末を活用した動画の
視聴による理解度の向上
・日本人の食事摂取基準に基づく
計算
・消化と吸収（胃）

○

B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　炭水化物の代謝について理解し、関連する
情報を集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　炭水化物の代謝、糖質と食物繊維の代謝の
違いについて考察し、工夫して表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　炭水化物への関心を高め、健康の保持増進
に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

4

２
学
期

配当
時数

B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　炭水化物の代謝について理解し、
関連する情報を集約・整理すること
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　炭水化物の代謝、糖質と食物繊維
の代謝の違いについて考察し、工夫
して表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　炭水化物への関心を高め、健康の
保持増進に主体的かつ協働的に取り
組む態度を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○ ○ 4

1○

定期考査
○ ○ 1



B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　脂質、たんぱく質の代謝について理解し、
関連する情報を集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　脂質、たんぱく質の生理機能について考察
し、工夫して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　脂質、たんぱく質の代謝への関心を高め、
健康の保持増進に主体的かつ協働的に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇 8

○ ○ 1

２
学
期

B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　脂質、たんぱく質の代謝について
理解し、関連する情報を集約・整理
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　脂質、たんぱく質の生理機能につ
いて考察し、工夫して表現すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　脂質、たんぱく質の代謝への関心
を高め、健康の保持増進に主体的か
つ協働的に取り組む態度を身に付け
る。

・一人１台端末を活用した動画の
視聴による理解度の向上
・たんぱく質の性質と働き
・アミノ酸スコアの計算
・消化と吸収（膵臓）

３
学
期

B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　消化器官について理解し、関連す
る情報を集約・整理することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　消化器官の役割について考察し、
工夫して表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　消化器官への関心を高め、健康の
保持増進に主体的かつ協働的に取り
組む態度を身に付ける。

・一人１台端末を活用した動画の
視聴による理解度の向上
・ミネラルの種類と働き
・化学的消化と物理的消化

B 栄養素の機能と代謝
【知識及び技能】
　消化器官について理解し、関連する情報を
集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　消化器官の役割について考察し、工夫して
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　消化器官への関心を高め、健康の保持増進
に主体的かつ協働的に取り組もうとしてい
る。

〇 〇 〇 5

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝、食物の摂取につ
いて理解し、関連する情報を集約・
整理することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算
等を通し、栄養面で健康の保持増進
を担うため考察し、工夫して表現す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、
健康の保持増進に主体的かつ協働的
に取り組む態度を身に付ける。

・献立作成と栄養価計算
・食品成分表
・電卓
・ビタミンの種類と働き
・消化と吸収（小腸と大腸）

A 人体と栄養
【知識及び技能】
　エネルギー代謝食物の摂取について理解
し、関連する情報を集約・整理している。
【思考力、判断力、表現力等】
　食品成分表を活用した栄養価計算等を通
し、栄養面で健康の保持増進を担うため考察
し、表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
　食物摂取と栄養への関心を高め、健康の保
持増進に主体的かつ協働的に取り組もうとし
ている。

〇 〇 〇 4

定期考査

合計

35

定期考査
○ ○ 1


